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要 旨

従来のUHFチューナはラジオダイヤル式の連続同調方式が主流で,その選局操作性ほVHFチューナに比

べかなり劣っており,この面での改良はUHFテレビジョン放送開局時からの懸案であった｡ここで選局操作

性を改良したディテソト方式,25分割ロータリプリセット方式および8分割ロータリプリセット方式のUHF

チューナの開発を行ない,あわせてUHFチューナの雑音指数特性を改善した高周波増幅付チューナを組み合

わせて性能の向上を図った｡特に設計上配慮された点は,カラーテレビジョン受信轢にも使用できる同調周波

数の再現性(リセッタビリテイ)を得ることであり,これに伴い横構設計面での研究,部品の精度向上,組立

工程における品質管理体勢の確立などに検討が加えられた｡

表1 新開 発 チ ュ
ー ナ の 特徴

l.緒 ロ

テレビジョン放送の普及に伴い,UHF帯におけるテレビ放送が

実用化されてきたが,その選局機構には,当初よりVHFチューナ

とは別個に設けられた連続可変同調式UHFチューナが使用されて

おり,VHFチューナに比べるとチャンネルの選局がむずかしくな

っていた｡また,この選局性を容易にする一つの手段として,自動

周波数制御回路(AFC回路)を付加したものもあるが,根本的には

VHFチューナと同様クリックストップ式に選局できるUHFチュ

ーナが望まれていた｡

ヨーロッパにおいては,古くからUHFテレビ放送が普及してい

たこともあって,選局が容易なプッシュボタン方式が早くから実用

化されていた｡また,最近アメリカにおいてほ,連邦通信委員会

(FCC)の勧告により,UHF放送の選局操作性を改善することが義

務づけられている｡一方,国内においてもUHF放送の普及に伴っ

てこの面での改良が強く要求されるようになった｡

UiIFチャンネルの選局操作性の改善策としては,VHF,UHF全

チャソネルの中から希望するチャンネルを同一操作で選局できるこ

とが好ましいが,技術的に困難な問題が多く,急速な要求に対処す

ることが困難であったので,VHFチャソネルには従来のロータリ

式チューナをそのまま使用し,UHFチャンネル用として,今回

新たに,VHFと同様のクリックストップ式UHFチューナを開発

した｡

2.選局方式の展望

UHFテレビ放送用としては,国内の場合470～770MHzの間に

50チャンネル,アメリカの場合には470～890MHzの問に70チャ

ンネルが割り当てられており,VHFチャンネルに比べチャンネル

数が多いため,VHFチューナと同じように全チャソネルを独立し

てプリセットできる構造にすると操作性が悪く,大形化し,価格も

かなり高くなるので,これらを総合的に考察して方式を決定する必

要があった｡

UHFチューナの選局方式の改善方法としては,連続同調式UHF

チューナのパリコソ軸を機械的に位置決めする撥株式と,可変容量

ダイオードにより同調回路とポリウムを組み合わせた電子同調式と

が考えられ,原理的には電子同調式がすぐれているが,まだ総合性

能,価格の面で問題があるため,前者の機械式UHFプリセットチ

ューナの開発を優先して進めることとし,白黒,カラー,プラウソ

管サイズ,チャソネル表示などを考慮し,表】に示す3種莱頁のロー
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名 称 選局方式l特 徴 問 題
点順背筋晶

ディテント式

25分割式

8 分 割式

順次選択

クリック

ストップ式

順次選択

プリセット式

ランダム選択

プリセット式

1.各チャソネル

でクリ ック

ストップ可能

2.チャンネル表

示容易

1.チャンネル選
択後ファインチ

ューニソグが必
要

2.チャンネル順

に選択する必要

あり

国 内

白黒テレビ用

どの分割位置で

も希望のチャン

ネルを受信でき

る

1.チャンネル設
定に手間がかか
る

2.チャンネル表

示がしにくい

輪出向けカラ

ーテレビ用

クリ方式UHFチューナを開発した｡

械撥式UHFチューナのプリセット化において最も問題となる点

は,同調周波数の再現性である｡国内用の場合,バリコソ軸の回転

角虔約160虔の範囲内で50チャソネル(周波数帯域300MHz)を受

信できるようにしているため,バリコソ軸の横根的な変位量が周波

数変化に与える影響がきわめて大きい｡一方,最適の受信状態を維

持するためには,ある分割位置で規定の周波数に同調し,その後,

チャソネル軸を回転させて再びもとの分割位置にもどした場合の周

波数の再現性(以後,リセッタビリティと呼ぷ)ほ100kHz程度が必

要となり,カラーテレビの場合にはさらに微細な設定が必要となる｡

これはバリコソ軸の回転角度に換算して0.05度となり,このような

高い精度を実現させることがUHFチューナのプリセット化におけ

る要点となっている｡

なお,機械式UHFチューナのプリセット化の方式としては,ほか

にプッシュボタン方式も考えられるが,リセッタビリティの点で困

難な点が多く,また小形化,VHFチューナとの共通性なども考慮

し,今回の開発はすべてロータリ方式に統一することにした｡

実際の使用目的からみれば,どの分割位置でも希望するUHFチ

ャソネルを選択して受信できる8分割式UHFチューナが有利であ

るが,チャンネルの表示方法,価格などの面ではかの方式にも有利

な点があるので,目的に合わせてそれぞれの方式のチューナを使用

するよう配慮した｡

なお今回の開発においては,UHFチューナの選局機構のみに手

を加えているので,VHFチャンネルからUHFチャンネルに切り換
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左:ディテント式 中:

図1 新 開

8分割式

発 チ ュ

右:25分割式

える場合には,従来と同様VHFチューナのつまみをUHFの位置に

切り換えた後UHFチャンネルを選局することになる｡

3.新選局機構の開発

今回開発した3種輝のチューナの選局機構には,それぞれ異なっ

た梯構が使用されているが,チューナ回路本体はすべてバリコソを

使用した同調機構である｡したがって,感度向上および雑音指数特

性の改善の目的で開発された高周波増幅付チューナ,チャンネル周

波数の異なる輸出向けチューナについても多少の変更を加えること

により,それぞれの選局機構とチューナ匝l路本体を組み合わせて使

用することができる｡回路部分についてはすでに発表されている(1)

ので,ここでは選局機構についてのみそれぞれの方式に分けて報告

する｡図1は新開発UIiFチューナの外観である｡

3.1ディテント式チューナ

本チューナほUIiF帯の全チャンネルでクリックストアプする構

造を持つもので,放送が連続して置局されている場合にほ,その選

局操作がきわめて容易に行なわれるが,受信周波数を各チャンネル

ごとに独立してプリセットすることができないため,チャンネル選

択ごとに微調整を行なわなければならない｡しかし,比較的構造が

簡単で安価にできるので本方式が最初に開発され,同調周波数精度

が比較的問題にならない白黒テレビ用として使用されている｡

本チューナの原理は,バリコンの回転をUHF帯全チャンネルで

クリックストップさせるチャンネル切換機構と,各チャンネルで微

調整を行なう微調整機構とによi)構成され,その原理ほ図2,3に

示すとおりである｡

チャンネル切換機構は,切換カムを固定したチャンネル軸に,摩

擦力により固定された小歯車を設け,これを/ミリコン軸に直結した

犬歯単にかみ合わせたもので,チャンネル軸の回転により,切換カ

ムと小歯車は一体となって卜+転し,大歯車を節度的に回転させるこ

とができる｡この場合ノミリコソ軸の全チャンネルを受信する回転角

度(約160度)を直接50等分したのでは,1節度の回転角度は約3.2

度となり,操作性が悪くなるので,大小の歯車比を4.5:1とし,チ

ャンネル軸1節度の分割角度を14.5歴とし,チャンネル軸が約2回

転で全チャンネルを受信するよう設計されている｡

ここで,チャンネルを選択する場合,バリコン軸の回転角度はチ

ャンネル軸の切換節度に対応して機械的iこ等分割されるカ㍉ この状

態で各チャンネルを規定の同調周波数に合わせるためにほ,分割精

度がきわめて高い再現性を持ち,かつバリコソの回転角度に対して

同調周波数ほ直線的に変化することが必要である｡しかし,分割精

ナ

チェーナ部 小南串 切換バネ

バリコン軸

因2

tワ襖り∴

/ビン(B)
微調軸

チャンネル軸

切換カム

大歯車

ディテント機構の原理
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図3 微調 整椀構

度,巾線性,ともに部品の精度,組立誤差などを考えると,要求さ

れる同調周波数精度に入れることは技術的に困難である｡したがっ

て,iE確な同調をとるために微調整が必要となる｡

微調整機構ほ図2に示すように,徴調軸により,チャンネル軸に

摩擦固定された小歯車を介して,チャンネル軸を回転させることな

くバリコン軸を駆動する構造となっている｡このとき小歯車とチャ

ンネ′レ軸の摩擦ト′レクの関掛まチャンネル軸の切換トルクよりも小

さく,かつバリコン軸を回転するトルクよりも大きいことが条件と

なる｡また,微調整操作を容易にするためには,緻調軸の回転を

1′′30､1/50に減速してバリコン軸を駆動させる必要がある｡この減

速機構は図3に示すように,徴調軸で駆動されるカム板に螺旋溝

(らせん克ぞ)を設け,螺旋滞の揚程とこれに朕合(かんごう)する駆

動板のピン(C)とにより,駆動板を切換カムの支点穴にそう入させ

たピン(A)を支点とLて微小角度揺動させるようにしたもので,こ

の動きを小歯車と一休のピンしB)に伝え,徴謁軸の回転に対し減速

された回転を人歯車に与える構造である.｡支点の位置およびカム板

81
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凶5 デイテソトチューナ受信精度

の螺旋溝の揚程により,約1/40の減速比が得られ,徴詞軸の回転角

90度に対し4.5MHz程度の変化をもたせるようにしたため,微調整

操作がきわめてやりやすくなっている｡

ここで,チャンネル軸を回転させた場合,できるだけ正規同調周

波数に一致し,そのまま受信できるようになることが望ましいので,

梯械的分割角度とチューナ回路の同調周波数が対応一致することが

要求される｡

分割精度は,節度機構および軸受の朕合を高精度にすることでほ

ぼ目標とする条件を満足させる結果が得られたが,チューナ回路部

の同調周波数変化を対応一致させることが非常に困難となった｡

チューナの同調周波数は,(1)式に示すように,共振器の共振線

長,終端容量などのばらつきによっても影響されるが,はとんどは

バリコソ容量によって決定される｡

′=
(Cy＋Cl) 即

′
β
′
&
α

にここ

47rCyClβctanβJ

同調周波数

位 相 定 数

共 振 線 長

共振器の特性イソピーダソス

バリ コソ容量

‥‥‥(1)

したがってチャンネル軸の分割位置と同調周波数とが対応一致す

るためには,バリコソ軸の回転角度と同調周波数が直線的に変化す

るように,バリコソ容量を設定しなければならない｡そのため,バ

リコソのロータ,ステ一夕形状をさらに高精度に設計し,対向ギャ

ップを高精度化するための組立治具に工夫を凝らすとともに調整点

を増した｡さらに長期の使用においてもその精度を確保するため,

バリコソ軸の保持方法を従来の構造(国4(a))から,4個の鋼球を

ピラミッド形に積み上げる新しい構造(図4(b))に変更した｡その

結果,従来の連続同調式では規準周波数に対して±6MHz程度であ

ったが,本チューナでは図5に示すように±2MHz程度となり,微

調整により容易に正規同調周波数に調整でき,良好な受信精度が得

られた｡

白黒テレビに実装した受像テストでは,数チャンネルが連続して

置局されている場合にはほとんど微調整操作をすることなく受信で

きる良い結果を収めている｡

ディテント方式のチャソネル表示は,全チャンネルでクリックス

トップするためすべてのチャンネル番号を分割位置と対応させて表

示できる｡本チューナではチャンネル軸2回転で全チャンネルを受
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信できる構造としたためチャンネル軸上で直接表示することができ

ないので,徴調軸の外側の同軸上にダイヤル軸を設け,これにチャン

ネル軸の回転を歯車で減速して伝達し,ダイヤル軸に固定したチャ

ンネル番号表示の円板が約320虔の回転範囲で全チャンヤルを表示

できる構造とした｡

3.2 25分割式プリセットチューナ

本チューナは,ディテント式チューナでは各チャンネルを独立に

プリセットすることができないという欠点を改善したチューナで,

VHFチューナと同様にUHFチャンネルを順次選局できる構造を

持っている｡ただしこの場合,全チャンネルをそれぞれ独立してプ

リセットするためには,UHFチャンネルと同数の分割が必要とな

り,大形化するため,隣接チャソネルにほ置局がない点を利用し,

1分割で隣接する2チャソネルの選局ができる構造とし,実際に使

用する際に希望するどちらかのチャンネルに調整することにより,

25分割のクリックストップ構造で全チャンネルの受信ができる｡

バリコソによる連続同調式チューナを各チャンネル独立してプリ

セットするためには,バリコソの回転角度を任意の位置にセットし,

これを記憶させておくことが必要である｡本チューナの原理ほ図d

に示すように,バリコソ軸に固定したピニオンをラックの直線運動

によって回転させ,このラックの位置をドラムに設けた25本のプラ

ソジャの位置で所定の同調周波数にセットする構造としたもので,

各プランジャの長さほ段階的に変化し,バリコソ軸の全回転角度

に相当するラックの移動量が得られる｡ラックはピニオンと前面板

との間に架設された引張バネにより常にプラソジャに追従するよう

に押しつけられている(実用新案申請中)｡またおのおののプラソジ

ャの位置は,それぞれに設けた調整ネジを回転させることにより,

微細な前進,後退運動ができる構造を持っており,ドラムにはその

外周にカム山を併設して,チャンネル軸の回転を節度化している｡

微調整の操作方法は,図7に示すようにチャンネル軸に同軸上に設

すl
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図8 25分割チューナのリセツタビリティ

けた徴調軸を押圧回転することにより,スライド板が摺動(しゅうど

う)し,スライド板に取り付けられた駆動歯車(F)～(B)を介して調

整ネジを回転させる構造で,微調整以後ほ調整ネジはそのままの状

態で保持される｡

UHFチューナをプリセット化する場合の要点は,選局を繰り返え

した場合のリセッタビリティで,VHFチューナに匹敵するこの性

能を得ることである｡これほ技術的にかなりむずかしく,UHFプリ

セットチューナの実用化が遅れた原因の一つになっている｡

前述のプリセット構造の場合,ラックが一度セットされた位置に

復帰する再現精度が直接同調周波数のリセッタビリティに影響

する｡

全チャンネルを受信するためのラックの移動量エは,

エ=汀β志=1･37β(mm) ….‥(2)

ここに,∂: ピニオンのピッチ円径

♂:バリコソ軸回転角度=156.6度

となり,この間で13～62チャンネルの周波数300MHz(470～770

MHz)を可変する必要がある｡

したがって同調周波数の所要リセッタビリティを100kHzとすれ

ば,100kHzあたりのラックの移動量』Jは

』J=0.00045上)(mm)
.………(3)

ビニオン

チューナ部

ラック

しゅう動片

切換カム

調整ネジ
歯車B

歯車C
指針

歯車E

歯車F

チャンネル軸

微調整

ドラム

となる｡このように,βを大きくとれば,リセッタビリティは有利

になるが,エが大きくなり,構造上問題を生ずる｡

今回の設計では外形寸法との関係からβ=12mmと設定した｡

したがって(3)式より,100kHzのリセツタビリティを実現するラ

ックの復帰精度ほ,』J/100kHz=0.0055mmとなる｡

このような高精度の復帰特性を得るため,/ミリコソ軸のトルク,

ラックとピニオンのかみ合い状態,ラックの摺動ギャップ,軸受の

朕合,わく体の剛性などに改良を加えた｡特にバリコン軸のトルク

軽減,回転寿命後における軸受部の摩耗の問題対策としては,ディ

テント式UHFチューナで説明した4ボール式軸受をバリコソ軸の

両端に使用している｡これらの改善を行なった結果,最終的には図

8に示すような良好なリセッタビリティ特性を得ることができた｡

この特性はVHFチューナの実力(30kHz)に比べるとまだ劣る

が,AFC回路の併用によって,カラーテレビ用としてもじゅうぷん

使用できる性能とすることができた｡

チャソネル表示撥構ほ,チャンネル軸の回転を歯車により外部に

取り出し,これにチャソネル番号を表示した円筒ドラムをかみ合わ

せ,選択チャンネルに相当するチャンネル番号を順次チューナ前面

に表示する方式である｡本チューナは,国内チャンネルの場合2チ

ャンネルを1ブロックとして25分割としたため,表示も1分割で二

つのチャンネル番号が表示されるようにデザインされている｡

3･3 8分割式プリセットチューナ

これまでに述べた2方式のUHFチューナにより,UIiFチャンネ

ルの選局性改善の目的は達成しているが,いずれも順次選択式であ

る｡実際のUHFテレビ放送ではかなり離れたチャソネル位置で

数局の放送が行なわれている場合も多く,このような置局の場合に

図9 8分割プリセット機構の原理

は,順次選択式では,選局のたびにかなりチャンネル軸を回転させ

なければならない｡そのためどの分割位置でも希望のUHFチャソ

ネルがプリセットできる新たな桟構が要求される｡

この場合,分割数を幾つにするかが問題となる｡国内のUHFテ

レビ放送は,すでに最高一地区で7局の放送がなされているが,世

界的にみても8局の受信ができればじゅうぷんであると考えられる

ので,小形でどの分割位置でも任意のUHFチャソネルが選局でき

る8分割UHFチューナを開発した｡

本チューナの原理は図9に示すように,基本的には25分割式チュ

ーナと同様,ラックの直線運動をピニオソを介しバリコソ軸の回転

運動に変換し,ラックの位置を設定する方法として,回転ドラムに

8本の調整ネジを設け,これに摺動片をかみ合わせ,調整ネジの回

転により摺動片の位置を変える構造となっている｡摺動片ほ一端が

ドラム軸に平行に設けられた溝にはめ合わされ,他端にほラックの

突出部が引張バネによって常に押しつけられて追従している｡した

がって,調整ネジの回転により摺動片はドラム軸方向に移動し,こ

れによってラックの位置を任意の位置に移動させることができ,同

調周波数にプリセットできる｡この場合,各摺動f｢の移動量はチュ

ーナ全チャソネルを受信できることが必要である｡

8分割チューナの場合でも,最大の問題点ほラックの移動量とリ

セツタビリティの関係で,25分割チューナの場合に経験したように

ラックのもどり精度がリセッタビリティに直接影響する｡この面で

はラックの移動量を大きくすることが望ましいが,外形が大きくな

ったり,隣接する摺動片の段差が大きくなり,チャンネル切換時の

抵抗が増して,操作がやりにくくなるなどの問題がある｡このよう

なことから,ラックの移動量は極力小さくすることが必要となる｡

100kHzあたりのラック移動量は(3)式と同様,』J=0.00045上)

(mm)となる｡前述の諸条件からβ=7mmとして設計した結果,

』J/100kHz=0.0025mmとなり,25分割チューナの場合の約2倍の

精度が必要となった｡この精度を確保するため,25分割チューナの

場合に適用した種々の改良に加え,操作時の外力が直接ドラムに伝

達されないようにチャンネル軸を別軸にするとともに,調整ネジの

両端を支持する方法に独自の新しい方式(特許申請中)を採用した｡

この結果国10のように,25分割チューナに匹敵するリセツタビリ

ティの特性を得ることができた｡本チューナにもAFC回路を併用

し,カラーテレビ用としてじゅうぶん使用できる性能を与えている｡

本チューナを使用する場合の難点は,チャンネル表示楼構である｡

先に述べた二つの方法はともに順次選局の方法をとっているため,

チャンネル表示も分割位置と受信チャンネルとを対応させて表示で

きたが,本チューナでは各分割位置でUHF全チャンネルを受信で

きるように設計されているため,分割位置と受信チャンネル番号を

一義的に対応させることができない｡そのため本チューナでは指針
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図10 8分割チューナのリセッタビリティ

による横行ダイヤル表示と受信機′くネルに1～8の番号を表示する

方法とを併用した｡

指針表示ほ摺動片の移動に追従するスライドラックの移動をレバ

ー機構により外部に取り出し,これに目盛板を対応させて受信チャ

ソネルを表示している｡しかし,これだけでは連続可変方式の表示

と同じとなりきわめて大まかな表示しかできないため,さらに受信

機/くネルに1～8の番号をつけ,これをつまみで指示する方法と

し,実際の選局はこの番号と受信チャソネルとを対応させる方法と

した｡

なお,このほかに受信チャンネル番号を直接表示する方法として,

別に用意したチャンネル番号ワッペソのような指示片をテレビ受信

轢に同梱(どうこん)しておき,販売店または帝人顧客が使用する地

域のチャンネルに合わせてほり付けられるようにしておく方法もあ

るが,多少繁雑になるきらいがあるため,今回のモデルでは採用し

なかった｡

これまでに述べた新開発UHFチューナi･も それぞれの目的に合

わせて実用化されている｡図11ほその代表例である｡

4.結 R

UHFチャソネルの選局操作性を改善するため,ここに3種類の

新形UHFチューナの開発を完了し,UHFテレビ放送の普及に対処

ディテント式チューナ使用

国内白黒テレビ受信攻

上:UHFチューナ

下:VHFチューナ

VOL.53 N0.8 1971

25分割式チューナ使用

国内カラーテレビ受信機

上:VHFチューナ

下:UHFチューナ

8分割チューナ使用

輸出 力ラーテレビ受信株

上:UHFチューナ

下:VHFチューナ

図11 新開発チューナ使用例

できる体制を確立した｡特にUHFチューナのプリセット化におけ

る要点となったリセッタビリティについてほ,新機構の開発により

ほぼ所期の目的を達成することができた｡

今回はUHFチューナについてのみ改良が加えられたが,今後は

VHFチャソネルからUHFチャンネルまでの任意のチャンネルを同

等の操作で選局できる新しいチューナの開発を進めていきたい｡

(1)横山,

(2) 沼ロ

特 許 の 紹 介

特許弟562887号(特公昭44-15016号)

同 期 分

この発明ほパルス性雑音によって画像の同期が乱れるのを防止す

るようにLた,テレビジョン受信機の同期分離回路に関するもので

ある｡

従来,同期分離トラソジスタに連続したパルス性雑音が供給され

ると,このトランジスタの入力端子に接続されているコンデンサの

充電量が徐々に増加し,ついにこのトランジスタをしゃ断させるた

め,これに続く数サイクルの間,同期分離トランジスタの出力に同

期信号が取り出されず,画像の同期が乱れる欠点があった｡

この発明は上記の欠点を解決するためになされたものであり,図

1はこの発明の一実施例を示す回路図である｡映像増幅用トランジ

スタ1に複合映像信号2が供給されると,この信号2ほダイオード

3コンデンサ4を通して同期分離トランジスタ5のべ一スに供給さ

れ,出力端子6に同期信号が取り出される｡.さらに信号2はコンテ

ソサ7,ダイオード8を通して雑音検出トランジスタ9のベースに

供給されるが,トランジスタ9はこの信号2によってしゃ断されず,

導通状態に保たれている｡トランジスタ1に/くルス性雑音10が供

給されると,トラソジスタ9はこの雑音10によってL･や断され,ト

ランジスタ9のコレクタ電圧ほ上がる｡この電圧ほコンデンサ4を

通してトランジスタ5のベースに供給されるため,トランジスタ5

はしや断され,滞音10ほ出力端子6iこ現われない｡また,雑音10

によってダイオード8が導通し,コソデンサ7に電荷が充電される
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離 回 路

が,雑音10によりトランジスタ9は直ちにしゃ断され,ダイオード

8を通してあまり電流が流れず,コンデンサ7は過充電されること

なく次の雑音に対して正常に動作するため,トランジスタ5,9は雑

音10の期間だけしゃ断される｡したがって,連続したパルス性雑音

により出力端子6に同期信号が取り出されなくなることはない｡

(及川)
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